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業績概要

近１０年間の経営課題および事業戦略

住友化学の現在の立ち位置

2
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ナフサ価格 47,500円/kl 55,500円/kl

為替レート 85.74円/ドル 79.00円/ドル

2010年度 2011年度 前年比

売上高 19,824 20,200 +376

営業利益 880 750 △130

経常利益 841 720 △121

純利益 244 100 △144

3

２０１１年度通期
 

業績予想

（単位：億円）
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2010年度
2011年度

 （予想）
増減

基礎化学
売上高 3,023 3,000 △23

営業利益 206 170 △36

石油化学
売上高 6,499 7,100 +601

営業利益 111 150 +39

情報電子化学
売上高 3,223 3,000 △223

営業利益 261 130 △131

健康・農業関連
売上高 2,508 2,750 +242

営業利益 233 290 +57

医薬品
売上高 4,106 3,850 △256

営業利益 287 200 △87

その他
売上高 466 500 +34

営業利益 △219 △190 +29

全社
売上高 19,824 20,200 +376

営業利益 880 750 △130

２０１１年度通期
 

部門別業績予想

（単位：億円）
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ナフサ価格 46,200円/kl 57,000円/kl

為替レート 88.91円/ドル 79.75円/ドル

2010年度上期 2011年度上期 前年同期比

売上高 9,892 9,983 +90

営業利益 530 540 +10

持分法投資損益 75 10 △65

経常利益 521 490 △31

特別損益 △296 △284 +12
法人税等 △109 △139 △30
少数株主利益 △91 △94 △3

純利益 25 △27 △52

中間配当金 3円/株 6円/株

5

２０１１年度上期
 

業績

（単位：億円）



住友化学の現在の立ち位置
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住友化学の現在の立ち位置

これまでの１０年間 現 在 これからの１０～２０年間

2011年2001年 2020～30年

抜本的な事業基盤の強化抜本的な事業基盤の強化
（３大課題の克服）（３大課題の克服）

早期収益化
（収益性改善）情電部門

新設・拡大

ＤＳＰ発足
セプラコール

 買収

ラービグ

 計画

環境

 エネルギー
ライフ

 サイエンス ＩＣＴ

グローバル化 グローバル経営の深化

課題解決課題解決

 ～創造的ハイブリッド・ケミストリーの推進～～創造的ハイブリッド・ケミストリーの推進～

（投資の厳選）

（資産効率向上）

強固な
財務体質の構築



近１０年間の経営課題および事業戦略
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近１０年間の経営課題および事業戦略

現 在 これからの１０～２０年間

2020～30年

早期収益化
（収益性改善）

環境

 エネルギー
ライフ

 サイエンス ＩＣＴ

グローバル経営の深化

課題解決課題解決

 ～創造的ハイブリッド・ケミストリーの推進～～創造的ハイブリッド・ケミストリーの推進～

（投資の厳選）

（資産効率向上）

強固な
財務体質の構築

抜本的な事業基盤の強化抜本的な事業基盤の強化
（３大課題の克服）（３大課題の克服）

情電部門
新設・拡大

ＤＳＰ発足
セプラコール

 買収

ラービグ

 計画

これまでの１０年間

2011年2001年

グローバル化
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近１０年間の経営課題および事業戦略

重点課題

大型事業戦略

投資額

具体成果
売上増

 
（00年→10年）

石油化学事業の

抜本的競争力強化

ラービグＰＪの推進

約１，６６０億円

（出資・融資）

総事業費101億US$

石油化学部門

(3,755億円→6,499億円）

ライフサイエンス事業の

クリティカルマス確保

大日本住友製薬の発足

サノビオン社買収

約２，１９０億円

（株式買増、買収）

医薬品部門

（1,567億円→3,659億円）

将来の核となる

新規事業の育成

情報電子化学部門

の新設・事業拡大

約３，５５０億円

（設立以降10年間の

 
設備投資累計）

情報電子化学部門

（602億円→3,223億円）
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17,900
18,965

17,882

19,824

15,566

12,963
11,584

10,184
11,111

16,209

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 （年度）

連結売上高推移

11

情電部門新設

韓国にて偏光フィルム
生産開始

台湾にて偏光フィルム

 
生産開始

大日本住友製薬発足

ラービグ計画意思決定

セプラコール社買収

ペトロラービグ社稼動開始

近１０年間の事業規模拡大

（億円）
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

アジア 北米 欧州 中東・アフリカ

中南米 オセアニア他 海外売上高比率

（年度）

（億円） （％）

12

参考：

 
海外生産高比率

 
2010年

 
40％

近１０年間のグローバル化

海外売上高（地域別）推移

ペトロラービグ社稼働開始
セプラコール社買収

ニューファーム社との
資本・事業提携

ラービグ計画意思決定
シンガポールＭＭＡ２期増強

台湾にて偏光

 
フィルム生産開始韓国にて偏光

 
フィルム生産開始

ＣＤＴ社買収
シンガポール

 
ＭＭＡ３期増強



現在の経営課題および今後の事業戦略
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現在の経営課題（強固な財務体質の構築）

これまでの１０年間

2011年2001年 2020～30年

抜本的な事業基盤の強化
（３大課題の克服）

グローバル化 グローバル経営の深化

現 在 これからの１０～２０年間

早期収益化
（収益性改善）

（投資の厳選）

（資産効率向上）

強固な
財務体質の構築

環境

 エネルギー
ライフ

 サイエンス ＩＣＴ

情電部門
新設・拡大

ＤＳＰ発足
セプラコール

 買収

ラービグ

 計画

課題解決課題解決

 ～創造的ハイブリッド・ケミストリーの推進～～創造的ハイブリッド・ケミストリーの推進～
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（フリーＣＦの確保・有利子負債削減・Ｄ/Ｅレシオ改善）

攻めの経営・戦略の自由度確保

営業ＣＦの
 一定枠内

大型事業戦略の
 早期収益化

15

資産回転率の向上

強固な財務体質の構築（財務体質の強化）

収益性改善 資産効率向上投資の厳選

財務体質の強化
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2010
2011

 １Ｑ
2011

 ２Ｑ
2011

 ３Ｑ

売

上

高

精製 10,416 3,381 1,744 3,290

石化 2,074 633 290 470

営業利益 -30 189 -104 -72

純利益 56 186 -107 -75

（百万米ドル）

16

フェーズⅠ
 

業績の動向

２０１１年８月
定修完了

２０１１年９月
以降黒字化

大型事業戦略の早期収益化（ラービグ計画）

持続的な利益確保へ

安定操業

２０１２年
通期フル操業
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2011年度 2012年度 2014年度

500

0

17

（予想） （中計目標） （中計目標）

大型事業戦略の早期収益化（医薬品：ラツーダ）

今後の適用範囲と販売地域の拡大

（億円）

ラツーダ

 
米国売上予想

統合失調症

 カナダ

 

：２０１１年６月申請

 日本

 

：新規第Ⅲ相試験準備中

 中国

 

：２０１１年９月治験届け提出

統合失調症（上限用量追加）

 米国

 

：２０１１年６月申請

双極性障害うつ

 米国

 

：２０１２年適応追加申請予定

双極性メンテナンス

 米国・欧州等

 

：２０１１年２Q第Ⅲ相試験開始

大うつ（混合症状）

 米国

 

：２０１１年２Q第Ⅲ相試験開始
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現在の経営課題（グローバル経営の深化）

2011年2001年 2020～30年

グローバル経営の深化

課題解決課題解決

 ～創造的ハイブリッド・ケミストリーの推進～～創造的ハイブリッド・ケミストリーの推進～

早期収益化
（収益性改善）

（投資の厳選）

（資産効率向上）

強固な
財務体質の構築

これまでの１０年間

グローバル化

現 在 これからの１０～２０年間

抜本的な事業基盤の強化
（３題課題の克服）

環境

 エネルギー
ライフ

 サイエンス ＩＣＴ

情電部門
新設・拡大

ＤＳＰ発足
セプラコール

 買収

ラービグ

 計画
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健康・農業化学
（豪州）

 
ニューファームとの資本・業務提携

（米国）

 
モンサントとの業務提携

石油化学
（シンガポール）

 
S-SBR新プラント建設

（サウジアラビア）

 
ラービグ・プロジェクト・フェーズⅡ検討

情報電子化学
（韓国）

 
タッチパネルセンサー設備新設

 
サファイア基板合弁設立

（中国）

 
サプライチェーン構築

基礎化学
（シンガポール）

 
メタアクリル樹脂増強

（ポーランド）

 
DPF工場建設

医薬
（米国）

 
ラツーダ販売

（欧州）

 
ラツーダの武田薬品との提携

海外
生産

高

２０１０年
４０％

19

グローバル経営の深化（ 適なグローバル化を加速）
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グローバル経営の深化（海外比率）

２０１０年度
 通期
２０１１年度

 上期

海外売上高比率 ５３％ ５４％

海外生産高比率 ４０％ ４１％

海外資産比率 ３５％ ３７％

海外人員比率 ３８％ ３９％
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環境

 エネルギー
ライフ

 サイエンス ＩＣＴ

課題解決課題解決
～～創造的ハイブリッド・ケミストリーの推進～創造的ハイブリッド・ケミストリーの推進～

グローバル経営の深化

早期収益化
（収益性改善） 強固な

財務体質の構築

21

課題解決～創造的ハイブリッド・ケミストリーの推進～

現 在 これからの１０～２０年間

2011年2001年 2020～30年

これまでの１０年間

グローバル化

（投資の厳選）

（資産効率向上）

抜本的な事業基盤の強化
（３大課題の克服）

情電部門
新設・拡大

ＤＳＰ発足
セプラコール

 買収

ラービグ

 計画
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地球規模の問題解決へ もっと豊かな生活を

住友化学の技術・製品

22

食糧・健康・安全・安心のために

ビジネス
チャンス

持続可能な
 利益

課題解決～創造的ハイブリッド・ケミストリーの推進～

環境
 エネルギー

ライフ
 サイエンス ＩＣＴ

住友化学の
技術・製品

持続可能な社会
の発展に貢献
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創造的ハイブリッド・ケミストリー

23

コア技術の融合
 

創造的ハイブリッド・ケミストリー

無機材料

 機能設計有機・

 高分子材料

 機能設計

デバイス

 設計

ゲノム科学

精密加工 触媒設計
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環境・エネルギー問題解決へ

LiB用正極材

LiB用セパレータ

有機薄膜太陽電池

太陽電池用封止材

有機ＥＬ照明

ＬＥＤ用サファイヤ基板

LiB用アルミナ

ＤＰＦ

パワー半導体用部材

24

精密加工
有機・

 
高分子材料

 
機能設計

無機材料

 
機能設計

デバイス

 
設計

ゲノム科学 触媒設計
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もっと豊かな生活を

高分子有機EL
（ディスプレイ）

有機半導体
（プリンティッド・

 
エレクトロニクス）

スマートフォン用
半導体部材

３Ｄテレビ用

 偏光板

25

精密加工
有機・

 
高分子材料

 
機能設計

無機材料

 
機能設計

デバイス

 
設計

ゲノム科学 触媒設計
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環境・エネルギー・ＩＣＴ分野（各事業の本格普及時期）

創エネルギー

蓄エネルギー

省エネルギー

エネルギー
マネジメント

本格普及時期

2011年 2015年 2020年～

リチウムイオン電池
（セパレータ）

リチウムイオン電池用（高電圧）
（正極材）

Ｓｉ系太陽電池
（ＨEＶＡ、電極ペーストなど）

有機薄膜太陽電池超高効率ＰＶ
（エピウエハ）

ＬＥＤ照明
（サファイヤ基板、アルミナなど）

有機ＥＬ照明

パワー半導体エピウエハ

燃料電池（車輌）
（プロトン伝導膜）

高熱伝導樹脂

環境 ＣＯ2

 

分離ＤＰＦ

26

ＩＣＴ
３Ｄテレビ偏光板

有機ＥＬ
（ディスプレイ）

有機半導体
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食糧・健康・安心・安全のために

オリセットネット

医薬
（ラツーダ）

農薬
（クロップストレス

 
マネジメント）

家庭防疫薬

27

精密加工
有機・

 
高分子材料

 
機能設計

無機材料

 
機能設計

デバイス

 
設計

ゲノム科学 触媒設計
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高分子有機EL（塗布系）

低分子有機EL 高分子有機EL

インクジェット、スリットダイコーター等

高分子塗布系は、装置とプロセスの両面で低コスト化が可能

設

 
備

プ
ロ
セ
ス

構
造

複数の蒸着室が必要な真空蒸着装置 各種印刷装置を用途に応じて採用

層数が多い 層数が少ない

ﾄﾞﾗｲﾌﾟﾛｾｽ
真空蒸着、
転写

ｳｪｯﾄﾌﾟﾛｾｽ
印刷

28

ガラス基板

陽極（ＴＩＯ）

ホール注入層

ホール輸送層

発光層

電子輸送層

電子注入層

陰極

ガラス基板

陽極（ＴＩＯ）

バッファー層

多機能発光層

陰極
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高分子有機EL照明

ポリマーにRGBの成分を組込み→インク化（溶媒に溶解）→塗布

塗
布

アノード（透明電極）

HTL（正孔輸送層）

EML（発光層）緑色

HIL（正孔注入層）

ガラス基板

ETL（電子輸送層）

HIL R G B ETL EILHTL

アノード（透明電極）

IL（インターレイヤー）

EML（発光層）白色

ガラス基板

カソード

カソード EIL（電子注入層）

製
造
工
程

構
造

層数が多い 層数が少ない

照明用には複数回の蒸着プロセス 照明用には最小限の塗布プロセス

WIL

EML（発光層）青色

EML（発光層）赤色

低分子有機EL 高分子有機EL

低分子との構造、製造工程の比較

欧州最大の照明展「Light+Building

 
2012」に出展（2012年4月）

29
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高分子有機EL（塗布系）の事業戦略

プリンティッド・エレクトロニクスへの展開プリンティッド・エレクトロニクスへの展開

ディスプレイ用
高分子有機ＥＬ

発光材

有機
半導体

高分子
有機ＥＬ
照明

有機薄膜
太陽電池
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ここです

31

ディーゼルエンジンディーゼルエンジン

ＤＰＦ（すす除去フィルター）

住友化学が画期的なチタン酸アルミ製ＤＰＦを開発
ＤＰＦとは ＤＰＦの世界市場予測

欧州における

 ディーゼルエンジン乗用車の普及率

装着される位置

すすを除去するメカニズム

ディーゼルエンジン車に装着する

 「すす除去フィルター」のこと。

流入する

 
排気

すすを壁面で

 
こし取る

流出する排気

DPF個数（万個／年）

「EURO 6」施行

30.7
41.9

70.170.4

0

20

40
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DPF（すす除去フィルター）の事業戦略

着実な事業戦略で２０１３年に欧州市場へ参入

長期事業計画では、商用車やＧＰＦ（ガソリンエンジン
 用）のアジア、アメリカも含む市場へ参入

量産開始
 住友化学参入
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ＧＰＦ

商用車／建機

乗用車
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ＣＳＲ活動（被災地支援）の取り組み紹介
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ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました

被災地への
社員ボランティア派遣

被災地応援

 マルシェ
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注意事項

本資料に掲載されている住友化学の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち歴史

 的事実でないものは将来の業績等に関する見通しです。これらの情報は、現在入手

 可能な情報から得られた情報にもとづき算出したものであり、リスクや不確定な要因を

 含んでおります。実際の業績等に重大な影響を与えうる重要な要因としては、住友化

 学の事業領域をとりまく経済情勢、市場における住友化学の製品に対する需要動向、

 競争激化による価格下落圧力、激しい競争にさらされた市場において住友化学が引き

 続き顧客に受け入れられる製品を提供できる能力、為替レートの変動などがあります。

 但し、業績に影響を与えうる要素はこれらに限定されるものではありません。
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